
１
月

令
和
６
年
（
2
0
2
4
）

№
2
2
7

縁
起
の
良
い
植
物

松
・
竹
・
梅
や
菊
、
千
両
、
南
天
は
縁
起
の
い
い
植
物
と
し
て
お
正
月
飾
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
し
め
縄
か
ざ
り
は
、
広
報
用
に
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
な
と
で
作
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
中
は
、
町
政
各
般
に
わ

た
り
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
３

年
余
り
社
会
経
済
活
動
が
冷
え

込
む
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
５

月
か
ら
は
感
染
症
法
上
﹁
５
類

感
染
症
﹂
に
移
行
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の

新
し
い
生
活
様
式
と
と
も
に
、

車
や
人
の
動
き
も
回
復
し
始

め
、
各
地
域
の
祭
り
や
行
事
も

復
活
し
、
各
地
域
に
賑
わ
い
が

戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
一
昨
年
か
ら
続
く
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長

期
化
に
加
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ
で
も
戦
争
が
勃
発

し
不
安
定
な
世
界
情
勢
が
今
な

お
続
い
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
や
政
治
と
金
の
問

題
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
が
、
国
内
の
ス
ポ
ー
ツ

で
は
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
W
B
C

制
覇
、
大
谷
翔
平
選
手
の
日
本

人
選
手
初
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
獲

得
と
い
う
異
次
元
の
活
躍
と
破

格
の
報
酬
に
よ
る
移
籍
、
ラ
グ

ビ
ー
W
杯
で
の
ブ
レ
イ
ブ
・
ブ

ロ
ッ
サ
ム
ズ
の
活
躍
な
ど
、
日

本
中
に
熱
気
と
元
気
を
も
た
ら

す
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。　

　
今
年
は
辰
年
で
す
。
辰
年
は
、

陽
の
気
が
動
い
て
万
物
が
振
動

す
る
の
で
、
活
力
旺
盛
に
な
っ

て
大
き
く
成
長
し
、
形
が
と
と

の
う
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。津
野
町
で
も
、
行
政
と
町
民

の
み
な
さ
ま
で
力
を
合
わ
せ
て

﹁
風
と
と
も
に
地
域
き
ら
め
く

協
働
の
ま
ち
﹂を
目
指
し
、
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
高
知
県
に
お

い
て
人
口
減
少
対
策
と
し
て
若

者
の
人
口
、
特
に
女
性
の
若
年

人
口
を
増
加
さ
せ
持
続
可
能
な

人
口
構
造
の
転
換
を
目
指
す
中

山
間
地
域
再
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
示

さ
れ
ま
す
。
津
野
町
に
お
い
て

も
こ
の
人
口
減
少
対
策
を
最
重

要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
、

若
者
の
移
住
定
住
、
少
子
化
対

策
な
ど
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
知
恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
年
と
な
り
ま

す
。

　
農
林
業
や
観
光
な
ど
の
産
業

振
興
、
移
住
定
住
、
教
育
と
子
育

て
、
地
域
づ
く
り
な
ど
課
題
解

決
に
向
け
て
職
員
と
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
み
着
実
に
前
進
さ

せ
る
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
２
０
２
４
年
が
健
康

で
幸
せ
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
の
初
め

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

︻
観
光
推
進
課
︼

︻
総
務
課
付
出
向
等
︼

︻
健
康
福
祉
課
︼

︻
介
護
福
祉
課
︼

謹　　賀　　新　　年
　
　

︻
総
務
課
︼

︻
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︼

︻
町
民
課
︼

︻
産
業
課
︼

町

長

副

町

長

教

育

長

課

長

課

長

補

佐

兼

危

機

管

理

室

長

総
務
・
危
機
管
理

総
務
・
危
機
管
理

総

務

総

務

総

務

総

務

総

務

財

政

財

政

課

長

課

長

補

佐

ま

ち

づ

く

り

ま

ち

づ

く

り

企

画

地
域
支
援
企
画
員
︵
県
職
員
︶

課

長

課

長

補

佐

後

期

高

齢

国

保

税

務

税

務

税

務

税

務

戸

籍

・

窓

口

住

基

・

窓

口

住

基

・

窓

口

課

長

課

長

補

佐

農
業
︵
再
任
用
︶

農

　

　

　

業

公
園
・
農
業
︵
再
任
用
︶

農

業

・

環

境

林

　

　

　

業

林

業

・

水

産

環

境

・

鳥

獣

商

　

　

　

工

地
域
お
こ
し
協
力
隊

課

　

　

　

長

課

長

補

佐

観

　

　

　

光

観

　

　

　

光

葉

山

荘

高

原

荘

高
知
県
市
町
村
振
興
課

北
海
道
訓
子
府
町

課

　

　

長

課

長

補

佐

振
興
監（
保
健
衛
生
）

健
康
運
動
指
導
士

相
談
支
援
専
門
員

母
子
保
健（
保
健
師
）

障
害
保
健
福
祉（
保
健
師
）

健

康

増

進

健
康
増
進（
保
健
師
）

健
康
増
進（
保
健
師
）

障
害
福
祉
・
児
童
福
祉

保
健
衛
生
・
障
害
福
祉

保

健

衛

生

保
健
師（
臨
時
）

課
　
　
　
長

課
長
補
佐

振

興

監

今
橋
　
一
彦

池
　
　
大
輔

西
森
　
健
一

片
岡
　
昌
梓

戸
田
　
博
久

久
保
　
佑
都

谷
脇
　
吉
貴

合
田
　
吏
希

井
上
　
一
浩

大
﨑
　
陽
子

川
田
　
明
男

久
保
浦
　
彩

高
橋
芙
柚
音

溝
渕
　
敏
彦

岡
田
　
浩
久

池
澤
明
日
香

石
田
　
純
也

片
岡
　
毅
司

伊
藤
　
雅
代

福
井
　
忍

松
浦
　
清

平
井
乃
梨
子

佐
藤
　
理
佐

岡
村
　
晃
子

嶋
﨑
　
　
祐

松
浦
　
元
香

金
子
明
香
里

高
橋
真
梨
菜

河
上
　
桐
也

節
安
　
　
澪

磯
田
　
瑞
貴

下
元
　
丈
夫

橋
田
　
佐
智

濱
口
　
和
司

池
田
　
三
男

岡
﨑
　
光
明

久
寿
久
美
子

大
坂
　
　
清

中
久
保
　
順

松
岡
　
大
道

高
橋
　
智
哉

山
本
　
裕
美

西
森
　
有
希

大
﨑
　
あ
や

鍋
島
　
奨
太

恒
石
　
奏
子

小
林
　
貴
茂

高
橋
　
保
博

西
森
　
雅
人

中
山
　
公
裕

西
村
　
琴
美

西
川
　
　
南

別
府
　
　
薫

西
村
　
薫
李

戸
田
　
喜
博

中
山
　
美
紀

又
川
　
知
実

高
橋
　
佐
知

鍋
島
　
浩
一

太
田
　
明
宏

川
西
　
穂
実

高
橋
　
　
梓

福
原
　
拓
司

石
元
　
和
奈

中
山
　
輝
紀

福
井
　
弘
樹

野
瀬
　
隆
行

︵
北
海
道
訓
子
府
町
︶

津野町長

池田　三男
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︻
教
育
委
員
会
︼

︻
認
定
こ
ど
も
園
・
に
じ
い
ろ
園
︼

︻
認
定
こ
ど
も
園
・
さ
く
ら
ん
ぼ
園
︼

謹　　賀　　新　　年
︵
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

︻
建
設
課
︼

︻
会
計
管
理
課
︼

︻
姫
野
々
診
療
所
︼

︻
杉
ノ
川
診
療
所
︼

介
護
保
険

介

護

保

険

介

護

保

険

窓

口

・

福

祉

窓

口

・

福

祉

窓

口

・

福

祉

振
興
監
︵
兼
務
︶

保

健

師

社

会

福

祉

士

介
護
支
援
専
門
員

保

健

師

課

　

　

　

長

課

長

補

佐

林
業
土
木
︵
再
任
用
︶

公

共

土

木

公

共

土

木

公

共

土

木

公
共
・
農
業
土
木

水

　

　

　

道

浄
化
槽
‐
庶
務

課
長
兼
会
計
管
理
者

出

納

員

所

長

︵

医

師)

事
務
長(

兼
務)

看
護
師
︵
再
任
用
︶

臨
床
検
査
技
師(

兼
務)

看
護
師
︵
兼
務
︶

所

長

︵

医

師)

事
務
長(

兼
務)

看
護
師
︵
再
任
用
︶

臨
床
検
査
技
師(

兼
務)

看
護
師
︵
兼
務
︶

教

育

次

長

教
育
次
長
補
佐

振
興
監
︵
学
校
教
育
︶

学

校

教

育

学

校

教

育

学

校

教

育

幼

児

教

育

社

会

教

育

社

会

体

育

社

会

教

育

研
修
指
導
員
︵
県
職
員
︶

外
国
語
指
導
助
手

外
国
語
指
導
助
手

外
国
語
指
導
助
手

園
長
︵
再
任
用
︶

園

長

補

佐

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

園

長

園

長

補

佐

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

保

育

教

諭

三
本
　
修
司

木
原
　
美
佐

仙
石
　
悦
子

小
川
　
悟

楠
目
　
悦
生

十
万
　
涼
風

高
橋
　
宏
輔

阿
部
　
学

鍋
島
　
友
弥

戸
田
こ
の
実

横
山
　
勇
介

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ー
ズ

ジ
ェ
シ
カ・バ
ー
ナ
ム

ア
ラ
ン・ロ
ド
リ
ゲ
ス

西
村
　
芳
美

玉
川
　
美
穂

福
井
め
ぐ
み

野
中
　
亜
矢

嶋
﨑
　
未
都

鍋
島
　
陽
香

濵
岡
　
麻
衣

藤
村
　
由
意

市
川
　
眞
衣

松
村
　
玖
美

上
岡
　
千
夏

中
久
保
里
恵

明
神
　
香
奈

山
添
菜
々
美

森
野
　
智
春

高
橋
香
代
子

北
代
　
　
歩

高
橋
　
愛
実

竹
内
　
祥
悟

浦
口
　
拓
人

福
井
　
早
瀬

谷
脇
　
秋
穂

井
上
　
沙
耶

横
山
　
舞
衣

濱
口
　
和
司

池

　

香

山
﨑
　
亜
倫

山
本
　
幸

林
　
泰
文

吉
村
　
伸
一

明
神
　
　
一

津
野
　
昭
仁

明
神
　
司

市
川
　
弘

吉
門
　
大
輔

高
橋
　
春
芽

岡
﨑
　
大
輝

石
元
ひ
か
る

森
部
　
紀
美

久
保
浦
大
貴

山
口
　
廣
明

西
森
　
正
浩

宮
本
　
千
春

下
元
　
令
子

梅
下
ゆ
か
り

青
木
　
啓
祐

西
森
　
正
浩

片
岡
　
扶
美

下
元
　
令
子

梅
下
ゆ
か
り

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
移
行
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
以
前
の
状
況
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
年
で
し
た
。
流
行

語
大
賞
﹁
ア
レ
︵
Ａ
．Ｒ
．Ｅ
．︶﹂

が
象
徴
す
る
よ
う
に
38
年
ぶ
り

２
度
目
の
日
本
一
に
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
が
輝
き
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
経
済
の
回
復
が

実
感
で
き
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ

れ
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
ど
ん

な
年
で
し
た
か
？

　
私
に
と
っ
て
の
昨
年
は
７
月

の
議
長
就
任
以
来
、
緊
張
の
連

続
で
、
文
字
通
り
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。

　
今
年
の
干
支
は
、
甲
辰︵
き
の

え
た
つ
︶。
辰
年
は
自
然
万
物
が

振
動
し
活
力
が
旺
盛
に
な
る
状

態
を
表
す
﹁
振
﹂
の
文
字
か
ら
と

い
う
由
来
が
あ
り
、
変
革
・
激

動
の
年
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す

が
、
中
で
も
甲
辰
は
甲
冑
の
よ

う
に
か
た
い
殻
に
覆
わ
れ
芽
を

出
さ
ず
物
事
に
対
し
耐
え
忍
ぶ

状
態
、
ま
た
は
生
命
や
物
事
の

始
ま
り
、
成
長
を
意
味
す
る
そ

う
で
す
。

　
令
和
６
年
は
、
４
月
に
い
よ

い
よ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ー
ト
や
精
華
小
学
校
と

葉
山
小
学
校
の
統
合
の
ほ
か
、

水
道
・
浄
化
槽
の
公
営
企
業
会

計
へ
の
移
行
も
あ
り
、
12
月
に

は
新
本
庁
舎
完
成
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
人
口
減
少
に
伴
い

そ
の
執
行
に
は
変
革
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
緩
や
か
に
は
で
き
て

も
、
も
は
や
止
め
る
こ
と
は
で

き
そ
う
も
な
い
人
口
減
少
。
諦

め
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ

な
ら
ば
私
た
ち
は
人
口
が
少
な

く
な
っ
て
も
津
野
町
に
住
む
人

が
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
38
年
ぶ

り
の
優
勝
に
導
い
た
要
因
は
緊

張
感
を
持
た
せ
た
こ
と
、
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で

き
た
こ
と
だ
と
分
析
す
る
声
が

あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
も
今
一
度
、
こ
れ
ま

で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
き
た

こ
と
を
見
つ
め
直
し
、
程
よ
い

緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
執
行
部

と
共
に
、
よ
り
よ
い
津
野
町
の

将
来
に
向
け
て
、
変
革
の
道
を

探
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
甲
辰
の
今
年
、
じ
っ
く
り
と

土
の
中
で
成
長
さ
せ
今
後
の
津

野
町
に
共
に
美
し
い
花
を
咲
か

せ
ら
れ
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
聴
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
寒
さ
厳
し
い
折
、
お
身
体
ご

自
愛
の
上
、
２
０
２
４
年
が
皆

さ
ま
方
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に…

。

津野町議会議長

西元　和代

か
っ
ち
ゅ
う

新
年
の
ご
挨
拶
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︻
町
議
会
︼

　
　

︻
高
幡
消
防
組
合
津
野
山
分
署
︼

︻
消
防
本
部
︼

謹　　賀　　新　　年

議

　

　

長

副

議

長

総
務
委
員
長

産
業
建
設
委
員
長

議
会
運
営
委
員
長

議

　

　

員

議

　

　

員

議

　

　

員

議

　

　

員

議

　

　

員

議
会
事
務
局
長

書

　

　

記

分
　
署
　
長

副
分
署
長（
兼
葉
山
出
張
所
長
）

隊
　
　
　
長

隊
　
　
　
長

隊
　
　
　
長

隊
　
　
　
長

隊
　
　
　
長

副
　
隊
　
長

副
　
隊
　
長

分
　
隊
　
長

分
　
隊
　
長

分
　
隊
　
長

分
　
隊
　
長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

隊

　

　

員

隊

　

　

員

隊

　

　

員

隊

　

　

員

隊

　

　

員

消
防
課
主
事

西
元
　
和
代

川
上
　
智
子

竹
村
　
博
仁

高
橋
眞
一
郎

大
﨑
　
公
孝

石
川
　
寿
朗

大
﨑
　
芳
章

中
山
　
昭
英

大
地
　
真
人

田
中
　
一
孝

大
﨑
　
昭
彦

高
橋
　
実
里

森
野
　
義
博

坂
本
　
雅
文

保
川
　
仁
志

大
﨑
　
信
幸

常
石
　
昭
裕

片
岡
　
博
英

川
上
　
徳
正

川
上
　
　
聡

明
神
　
正
治

戸
田
　
知
憲

大
野
　
大
将

西
田
　
知
洋

永
橋
　
　
遼

川
田
　
宙
大

矢
野
　
太
紀

西
村
　
雅
哉

大
﨑
　
裕
樹

大
﨑
　
将
悟

小
橋
　
風
矢

氏
原
　
侑
大

長
永
　
健
宏

森
岡
　
恭
平

中
越
　
健
人

二
宮
　
友
朗

西
森
　
泰
我

牧
野
博
士
の
不
入
山
ス
ケ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
津
野
町
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
が
所

蔵
す
る
牧
野
博
士
の
日
記
に

は
、
明
治
18
年
︵
１
８
８
５
年
︶

11
月
10
〜
12
日
に
か
け
て
、
植

物
採
集
で
津
野
町
を
訪
れ
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日

記
の
中
に
、
四
万
十
川
の
源
流

点
が
あ
る
山
﹃
不
入
山
﹄
の
ス
ケ

ッ
チ
が
あ
り
ま
す
。

11
月
10
日
︵
金
︶
及
び
21
日

︵
火
︶
牧
野
博
士
が
画
い
た
不
入

山
の
ス
ケ
ッ
チ
と
同
じ
景
色
が

見
え
る
峠
か
ら
、
不
入
山
を
眺

め
よ
う
と
い
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

11
月
10
日
は
、
138
年
前
に
牧

野
博
士
が
ス
ケ
ッ
チ
し
た
と
さ

れ
る
日
と
同
じ
日
。
あ
い
に
く

の
天
候
で
、
山
並
み
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

牧
野
博
士
の
日
記
に
も
記
さ
れ

て
い
た
植
物
﹁
ミ
ズ
タ
ビ
ラ
コ
﹂

を
道
中
で
発
見
。
参
加
者
は
草

花
活
用
支
援
専
門
員
の
牧
野
植

物
園
・
藤
井
さ
ん
の
解
説
と
、

津
野
町
学
芸
員
・
田
中
さ
ん
の

説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
牧

野
博
士
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま

し
た
。

　
新
聞
記
事
と
し
て
大
き
く
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
、
申
し
込
み
多
数
で
反
響

も
大
き
か
っ
た
た
め
、
11
月
21

日
に
２
回
目
を
実
施
。
こ
の
日

は
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
で
、
参
加

者
も
ス
ケ
ッ
チ
と
実
際
の
山
並

み
を
見
比
べ
、
各
々
の
カ
メ
ラ

に
残
そ
う
と
何
度
も
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
ら
ん
ま

ん
﹂(

Ｎ
Ｈ
Ｋ)

の
放
送
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
高
知
県
が
誇
る

牧
野
富
太
郎
博
士
の
功
績
や
、

津
野
町
と
の
関
わ
り
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

︵
観
光
推
進
課
　
久
保
浦
　
彩
︶

い
ら
ず
や
ま

▲スケッチと見比べながら

　　　　　山並みをパシャリ

▲明治18年牧野博士の日記

（県立牧野植物園資料提供）

▲真ん中の小高い山が不入山

▲道中の植物を観察

不入山

←
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持
続
可
能
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
に
向
け
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

津
野
町
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
㉔

今
年
は
辰
年

　
11
月
11
日
︵
土
︶
か
ら
14
日

︵
火
︶
ま
で
の
日
程
で
、
国
土
交

通
省
四
国
運
輸
局
が
実
施
主
体

と
な
り
﹁
愛
媛
県
久
万
高
原
町

及
び
高
知
県
津
野
町
に
お
け
る

四
国
カ
ル
ス
ト
を
核
と
し
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
︵
持
続
可
能
︶
な
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
事
業
﹂
と

し
て
、
津
野
町
と
隣
接
す
る
久

万
高
原
町
の
２
町
で
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
︵※

注
︶
対
策
や
観
光

資
源
の
保
全
を
は
じ
め
と
し
た

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
と
併

せ
て
、
旅
行
者
が
持
続
可
能
な

観
光
を
体
験
で
き
る
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
に
、

専
門
家
等
が
モ
ニ
タ
ー
と
な
っ

て
、
実
際
に
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

︵
＝
観
光
と
な
る
素
材
︶
を
体
験

し
、
そ
の
評
価
や
課
題
を
抽
出

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

　
津
野
町
で
は
、
e‐

ｂ
ｉ
ｋ
ｅ

︵
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
︶
で

の
四
国
カ
ル
ス
ト
走
行
と
、
フ

ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

高
知
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
、

津
野
山
古
式
神
楽
や
貝
ノ
川
の

棚
田
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
津
野
山
古
式
神
楽
保
存
会
と

の
交
流
は
、
北
川
河
内
五
社
神

　
干
支
の
中
で
辰
だ
け
が
空
想

上
の
生
き
物
で
す
。
十
二
支
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
中
国
で
は
辰
は

権
力
の
象
徴
と
さ
れ
、
ま
た
縁

起
の
良
い
生
き
物
と
も
さ
れ
て

い
ま
す
。日
本
で
も
辰
︵
龍
︶
は

強
い
力
を
持
つ
神
獣
で
あ
り
、

時
に
は
加
護
を
、
時
に
は
災
害

を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
町
内
各

地
に
龍
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
や

伝
承
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
津
野
町
内
に
も
﹁
龍
王
様
﹂
と

呼
ば
れ
る
水
神
様
を
祭
っ
て
い

る
祠
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

す
。
中
で
も
川
の
内
地
区
の
龍

王
様
︵
海
津
見
神
社
︶
は
非
常
に

立
派
な
石
段
を
持
ち
ま
す
。
石

段
は
333
段
あ
り
、
特
に
165
段
目

に
は
巨
大
な
石
を
使
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
松
山
繁
松
と
い
う

力
持
ち
が
担
い
で
持
ち
上
げ
た

も
の
だ
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
船
戸
地
区
の
稲
葉
洞
に
も
龍

神
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

神
秘
的
な
鍾
乳
洞
の
中
に
巨
大

な
白
龍
が
住
ん
で
い
る
と
い
う

も
の
で
す
。
ま
さ
に
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
い
う
趣
で
す
。

　
高
知
の
米
屋
の
娘
﹁
た
き
﹂
が

津
野
町
内
の
霊
場
を
巡
礼
し
た

後
、
四
国
カ
ル
ス
ト
の
小
松
ヶ

池
に
入
っ
て
龍
神
に
な
っ
た
、

と
い
う
昔
話
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
龍
を
連
想
さ

せ
る
大
蛇
の
話
な
ど
も
た
く
さ

ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
辰
年
に

ち
な
ん
で
龍
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ

ッ
ト
を
お
参
り
し
て
み
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

︵
教
育
委
員
会
　
郷
土
資
料
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
勝
幸
︶

社
で
行
わ
れ
、
神
楽
の
演
舞
を

観
覧
し
た
後
、
保
存
会
の
皆
さ

ん
か
ら
の
指
導
を
受
け
、
楽︵
が

く
︶
や
舞
︵
ま
い
︶
を
実
際
に
体

験
し
、
拍
手
と
歓
声
で
神
社
内

は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
貝
ノ
川
の
棚
田
で
は
、

〝
棚
田
キ
ャ
ン
ド
ル
ま
つ
り
〞で

使
用
す
る
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や

散
策
、
集
落
活
動
拠
点
施
設
で

は
地
域
の
方
が
た
と
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
温
か
い
雰
囲
気
の

中
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

契
機
に
持
続
可
能
な
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
や
磨
き
上
げ
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

※

﹁
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
﹂…

　
地
域
を
訪
れ
る
人
が
急
増
す

　
る
こ
と
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

　
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
地
域

　
に
暮
ら
す
人
々
や
自
然
環
境

　
生
態
系
、
景
観
な
ど
に
悪
影

　
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
の

　
こ
と
。

 

︵
観
光
推
進
課
　
川
田
　
明
男
︶ 、

▲龍王様の石段

▲神楽保存会との交流

▲稲葉洞



　
12
月
３
日(

日)

﹁
第
19
回
津
野
町
産
業
祭
﹂

が
津
野
町
葉
山
運
動
公
園
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
１
，
２
０
０
人
余
り
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
12
月
開
催
と
な
っ
た
今
回
、

農
林
産
物
品
評
会
に
は
、
野
菜
や
柑
橘
類
な

ど
217
点
の
農
林
産
品
が
揃
い
、
出
品
者
の
栽

培
意
欲
、
長
年
の
技
術
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
明
徳
義
塾
中
学
高
等
学

校
和
太
鼓
部
﹁
魅
鼓
﹂
に
よ
る
華
々
し
い
演
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奏
や
、
東
津
野
中
学
校
・
津
野
山
古
式
神
楽

保
存
会
に
よ
る
津
野
山
古
式
神
楽
も
披
露

さ
れ
、
寒
空
の
中
で
も
足
を
止
め
て
見
入
る

お
客
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

原
木
し
い
た
け
の
コ
マ
打
ち
や
高
所
作
業

車
の
乗
車
体
験
、
ツ
ノ
ト
ゥ
ク
乗
車
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
思
い
思
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
姉
妹
ま
ち
訓
子
府
町
か
ら
伊
田
町
長
、
山

田
議
会
議
長
を
は
じ
め
５
名
の
方
が
来
町

さ
れ
、
じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
の
大
地

か
ら
の
贈
り
物
に
多
く
の
方
が
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
訓
子
府
町
の
出
店
ブ
ー
ス
も
用

意
。
特
産
品
の
ハ
チ
ミ
ツ
や
名
物
﹁
た
れ
カ

ツ
丼
﹂
な
ど
、
来
場
者
の
興
味
を
そ
そ
る
商

品
が
揃
い
、大
変
好
評
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
町
内
の
飲
食
店
や
農
機
具
、
林

業
機
械
の
展
示
販
売
、
最
後
は
お
楽
し
み
抽

選
会
で
盛
り
上
が
る
な
ど
、
来
場
者
の
方
が

た
に
津
野
町
産
業
祭
を
堪
能
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
﹁
捨
て
る
予
定
だ
が
ま
だ
使

え
る
も
の
を
集
め
、
希
望
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
う
﹂
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
、
ご
み
減
量

化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
の
展
示
、
健

康
福
祉
コ
ー
ナ
ー
、
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
作
り
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　 

︵
津
野
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
︶

農林産物品評会　受賞された皆さま
　　　　　　　　おめでとうございます

農
林
産
物
品
評
会︵
敬
称
略
︶写
真
右
側
よ
り

・
津
野
町
長
賞

　
　
大
﨑
　
光
秋(

樺
ノ
川)

　
品
目
・
大
根

・
津
野
町
議
会
議
長
賞
　
［
代
理
出
席
］

　
　
山
﨑
　
政
恵(

貝
ノ
川)

　
品
目
・
白
菜

・
高
知
県
農
業
協
同
組
合
営
農
販
売
担
当
専
務
賞

　
　
保
川
　
保(

西
倉
川)

　
品
目
・
土
佐
甘
ト
ウ

・
高
知
県
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　
戸
田
　
寛
一
郎(

岩
土)

　
品
目
・
ユ
ズ

・
土
佐
く
ろ
し
お
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
　
北
代
　
啓
子(

鍵
野
々)

　
品
目
・
や
っ
こ
ね
ぎ

・
須
崎
林
業
事
務
所
長
賞

　
　
明
神
　
久
美
恵(

北
川
上)

　
品
目
・
ア
セ
ビ

・
須
崎
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

　
　
川
西
　
敏
夫(

下
野)

　
品
目
・
サ
ツ
マ
イ
モ

●
生
産
者
町
長
賞
　［
代
理
出
席
］

　
　
片
岡
　
豊(

赤
木)

　
品
目
・
生
姜

●
生
産
者
議
長
賞

　
　
戸
田
　
政
子(

岩
土)

　
品
目
・
ミ
ョ
ウ
ガ

●
生
産
者
奨
励
賞︵
Ｊ
Ａ
高
知
県
︶

　
　
村
田
　
耕
一(

宮
谷)

　
品
目
・
ユ
ズ
等

●
生
産
者
奨
励
賞︵
Ｊ
Ａ
土
佐
く
ろ
し
お
︶

　
　
福
井
　
廣
士(

石
指)

　
品
目
・
や
っ
こ
ね
ぎ

●
直
販
所
奨
励
賞

　
　
竹
村
　
訓(

樺
ノ
川)

　
品
目
・
た
く
わ
ん
漬
等

▶
じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
プ
レ
ゼ
ン
ト

み
　
こ

第

　

回

津

野

町

産

業

祭

19
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高知県知事選挙　令和 5年 11 月 26 日執行

思いやりの心をそだてよう　「人権の花」運動

高知県知事選挙の投票、開票が 11 月 26 日に行われました。　津野町の開票結果は次のとおりです。

( 津野町選挙管理委員会 )

有権者数　　4,670人
　・投票者数　　2,604人
　・投票率　　　55.76%
　・有効投票　　2,580票
　・無効投票　　　 24票

・候補者別得票数（得票順）
　・浜田　せいじ　　2,274票
　・米田　みのる　　 234票
　・中島　やすはる　 43票
　・山下　よういち　 29票

津野町開票結果

　「人権の花」運動は、子どもたちが協力しながら花を育てることで、生命の大切さを実感し、豊かな心、

思いやりや優しい心を育んでもらうことを目的として、毎年実施しており、今年も町内の各小中学校、こ

ども園にパンジーやビオラの苗を配布しました。

　12 月５日には、津野町人権擁護委員がにじいろ園を訪れ「自分やお友だちを大切にしてね」と呼びかけ

たあと、４、５歳児の皆さんと一緒に花植えを行いました。皆さんが思いやりの心をもって水やりや花の

世話をしてくれることにより、きっと美しい花を咲かせることでしょう。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （町民課　中山　美紀）

▲ぞう組（５歳児）のみなさん ▲きりん組（４歳児）のみなさん

功
績
を
称
え
て

故
　
森
光
　
薫
樹
　
氏
　
　
正
六
位
　
受
章

　
故
森
光
薫
樹
氏
が
正
六
位
を

受
章
さ
れ
、
令
和
５
年
12
月
８

日
、
高
知
会
館
に
お
い
て
、
井
上

副
知
事
よ
り
孫
の
大
上
葉
月
さ

ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
光
氏
は
、
昭
和
38
年
に
旧

東
津
野
村
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
平
成
17
年
６
月
30
日
ま
で

の
間
、
通
算
38
年
６
ヶ
月
の
長

き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
そ
の

う
ち
約
13
年
間
は
議
長
と
し
て

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、
旧
東
津
野

村
議
会
に
お
い
て
産
業
建
設
常

任
委
員
会
委
員
長
、
総
務
常
任

委
員
会
委
員
長
、
企
業
誘
致
対

策
特
別
委
員
会
委
員
長
等
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
旧
東
津
野
村

の
産
業
振
興
、
教
育
、
文
化
及
び

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
森
光
氏
の
功
績
を
称
え
ま
す

と
と
も
に
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　︵
総
務
課
　
恒
石
　
奏
子
︶
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図
書
館
ま
つ
り

　
　
　
　
に
ぎ
わ
う

子
ど
も
司
書
認
定
式

11
月
11
日
、
か
わ
う
そ
館
で

﹁
図
書
館
ま
つ
り
﹂
を
実
施
し
ま

し
た
。

10
回
目
の
節
目
を
迎
え
た
今

回
は
﹁
リ
サ
イ
ク
ル
本
市
﹂
や
、

子
ど
も
司
書
に
よ
る
﹁
ミ
ニ
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
﹂
な
ど
の
恒
例

の
内
容
に
加
え
、
特
別
企
画﹁
と

ん
と
ん
か
ら
り
〜
片
岡
信
子
物

語
﹂
の
原
作
者
・
吉
村
領
さ
ん

と
ま
ん
が
家
・
正
木
秀
尚
さ
ん

の
対
談
イ
ベ
ン
ト
と
、
正
木
さ

ん
に
よ
る
﹁
ま
ん
が
の
描
き
方

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
を
開
催
し
、

20
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

対
談
イ
ベ
ン
ト
で
は
﹁
と
ん

と
ん
か
ら
り
﹂
を
制
作
す
る
に

あ
た
り
、
両
先
生
が
何
度
も
津

野
町
に
足
を
運
ば
れ
た
こ
と

や
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
原

作
者
と
作
画
を
担
当
す
る
ま
ん

が
家
の
共
同
制
作
秘
話
な
ど
を

軽
快
な
お
し
ゃ
べ
り
で
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

﹁
描
き
方
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂

で
は
、
作
品
中
に
描
か
れ
て
い

る
隠
れ
キ
ャ
ラ
を
探
し
て
人
物

の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
を
学

び
、
参
加
者
が
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
を
見
て
、
添
削
し
な
が
ら
ア

ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
、
プ
ロ
の

腕
前
を
間
近
で
見
た
参
加
者
か

ら
は
驚
き
の
声
が
わ
き
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、
質
疑
応
答

の
時
間
に
は
正
木
さ
ん
が
実
際

に
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
な
が
ら
、

マ
ン
ガ
が
上
達
す
る
コ
ツ
や
ス

ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
る
難
し

さ
を
語
り
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

11
月
25
日
、
か
わ
う
そ
館
で

﹁
津
野
町
立
図
書
館
子
ど
も
司

書
認
定
式
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
６
回
に
わ
た
っ
て
、

図
書
館
の
役
割
や
司
書
の
仕
事

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
、
新
た

に
市
川
達
稀
く
ん
(11)
が
﹁
子
ど

も
司
書
﹂
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
市
川
寧
菜
さ
ん

（14）

は
、
３
回
目
の
受
講
で﹁
子
ど
も

司
書
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
﹂
に
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
。
二
人
と
も
図
書
館

だ
け
で
な
く
、
学
校
や
地
域
で

も
読
書
の
輪
を
広
げ
る
意
欲
に

溢
れ
て
い
ま
す
。

11
月
25
日(

土)

に
貝
ノ

川
地
区
で
﹃
食
事
＆
お
し
ゃ

べ
り
会
﹄
を
開
い
た
と
こ

ろ
、
24
名
も
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
地
区
の
皆
さ
ん
と
関
わ

る
中
で
﹁
み
ん
な
で
食
事
会

を
し
よ
う
﹂﹁
一
人
暮
ら
し

で
も
作
れ
る
簡
単
な
も
の

が
良
い
ね
﹂
な
ど
の
意
見
も

出
て
、
前
日
の
準
備
か
ら
多

く
の
方
が
参
加
し
、
温
か
い

食
事
を
作
り
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
お

隣
さ
ん
を
誘
い
合
う
こ
と

で
、
顔
を
会
わ
す
機
会
が
増

え
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
強

ま
り
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

津
野
町
立
図
書
館
か
わ
う
そ
館

　
　
　
　
　

☎
55‐

３
０
０

　
　
　
　
　
　

虎
太
郎
館

　
　
　
　
　

☎
62‐

３
５
５
５

▲ミニビブリオバトルで本の紹介

▲和やかな雰囲気の対談イベント

▲準備は男性も参加しました

▲食事もおしゃべりも
　　　　　　　　楽しみました

▲地域の読書リーダー「子ども司書」

貝
ノ
川
地
区
に
て

　
　﹁
食
を
通
じ
て
、地
域
の
つ
な
が
り
﹂

ー
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
ー

　
今
後
も
引
き
続
き
地
域

の
方
と
関
わ
り
、
み
な
さ
ん

の
﹁
や
り
た
い
﹂
を
応
援
し

て
い
く
予
定
で
す
。

〜
参
加
者
の
声
〜

・
食
事
を
大
勢
で
食
べ
て

　
お
い
し
か
っ
た

・
地
域
の
人
に
会
え
て
よ

　
か
っ
た

・
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
か

　
っ
た

・
ま
た
集
ま
り
た
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

介
護
福
祉
課
　
橋
田
　
佐
智

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　  

川
上
　
真
理

　
　
　  

☎
62‐

２
３
１
３

た
つ
き

し
ず
な

１
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オ
レ
ン
ジ
コ
ラ
ム
〜
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
〜

　
健
康
ふ
く
し
週
間
の
一
環
と
し
て
、
若
年

性
認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
﹃
オ
レ
ン

ジ
・
ラ
ン
プ
﹄を
、
11
月
18
日︵
土
︶に
、
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
里
楽
１
階
ホ
ー
ル
で
上

映
し
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
39
歳
で
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、
現
在
は
認

知
症
の
理
解
を
広
め
る
た
め
、
全
国
各
地
で

精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
丹
野
智
文
︵
た
ん

の
と
も
ふ
み
︶
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
映
画
上
映
を
企
画
し
た

と
こ
ろ
、
今
年
は
74
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
午
前
、
午
後
と
２
回
の
上
映
の
後
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
た
く
さ
ん
の
感
想
の
中
か
ら
、

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
映
画
の
感
想
か
ら

・
認
知
症
と
向
き
合
う
姿
勢
が
大
切
。
偏
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
協
力
し
て
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た

◇
映
画﹃
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
﹄上
映

国民健康保険・後期高齢者医療保険加入の皆さまへ

・
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
事
は
私

た
ち
み
ん
な
に
必
要
な
事
と
思
い
ま
す
。

・
誰
も
が
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
と
は
別

の
事
と
思
っ
て
い
た
、
思
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

・
家
族
で
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

・
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
映
画
で
し
た
。

﹁
人
を
た
よ
っ
て
い
い
よ
！
﹂
の
言
葉
に
救
わ

れ
ま
し
た
！

・
一
人
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
、
ど
ん
な
状
態

で
も
、
一
人
の
人
間
で
あ
る
こ
と
、
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

・
一
人
で
悩
ま
ず
み
ん
な
で
助
け
る
事
。

・
誰
も
が
住
み
や
す
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
津

野
町
で
あ
る
よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
っ
た
。

・
い
つ
自
分
や
周
り
の
人
が
認
知
症
に
な
る

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
時
ど
ん
な
手
助
け
が

で
き
る
の
か
？
そ
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

・︵
認
知
症
を
︶隠
す
の
で
は
な
く
、
地
域
・
家

族
み
ん
な
で
楽
し
く
生
活
し
て
い
け
た
ら
。

　
今
回
の
皆
さ
ま
の
感
想
に
、﹃
認
知
症
を
自

分
事
に
す
る
﹄、
ま
た
﹃
認
知
症
の
人
に
ど
ん

な
手
助
け
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
﹄
そ
ん

な
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
ご
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
認
知
症
を
自
分
事
と
し
て
と
ら

え
、
正
し
い
理
解
を
広
げ
て
、
助
け
あ
っ
て
暮

ら
せ
る
、
誰
に
も
や
さ
し
い
町
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

︵
津
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

池
／
山
本
／
山
﨑
︶
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まだ、がん検診を受けていない方へ…広域がん検診のお知らせ

今年度（令和 5 年 4 月１日以降）がん検診をまだ受けていない方を対象に、がん検診を実施します。

令和６年

◆実施日・会場・検診の種類

◆対象となる方・料金

以下の年齢の方のうち、今年度（令和 5 年 4 月 1 日以降）がん検診を受診していない方

◆お申し込み方法…対象者本人が高知県総合保健協会に直接電話にて申し込んでください。

　申込開始日：令和 6 年 1 月 9 日（火）

　申込締切日：実施日の２週間前までに申込をお願いします。

　　　　　　　ただし、定員に達した時点で申込を締め切りますので、ご了承ください。

お申し込み先：高知県総合保健協会（☎088-831-4351）

受付時間：平日の８時 30 分～ 17 時 00 分（昼休みなし）

がん検診を受けましょう！

　日本では２人に１人ががんになっており、高知県では１年間に亡くなる方のうち、４人に１人が

がんで亡くなっています。がんは早期発見・早期治療で 90％以上が治ります。検診は症状がない元

気な時に受けるものです。毎日、仕事や家のことで忙しくて、身体の調子も良いし、まだ検診はいい

かなと思っていませんか？

　高知県では働き盛り世代の死亡が多いという統計も出ています。「自分は大丈夫」と思わず、まだ

検診を受けていない方はこの機会にぜひお申し込みください。

　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　健康福祉課（里楽）　嶋　　祐　☎55 ‒ 2151

２月 12 日（月）

２月 17 日（土） ２月 ３ 日

２月 ４ 日

２月 ９ 日

２月 18 日（日）

２月 23 日（金・祝）

２月 24 日（土）

検診日 所在地・実施場所 申込締切日 検診の種類

高知市

総合保健協会中央検診センター

南国市

保健福祉センター

高知市

総合保健協会中央検診センター

南国市

保健福祉センター

宿毛市

総合保健協会幡多検診センター

令和６年

１月 29 日

２月 10 日

肺がん

大腸がん

胃がん

乳がん

子宮頸がん

肺がん

胃がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

検診項目 対象年齢
料金

〜69 歳 70 歳〜

０円

900 円

500 円

０円

０円

０円

愛 の 献 血 　2 月 2 日（金）

  9：30 〜 11：00　役場西庁舎

13：00 〜 14：00　役場本庁舎

15：00 〜 16：30　総合保健福祉センター「里楽」

【お問い合わせ先】

　健康福祉課（里楽）

　高橋　真梨菜

　　　　☎55 - 2151

　※令和 6 年 3 月 31 日時点の年齢です。
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年
金
だ
よ
り

令
和
６
年
度
　
津
野
町
奨
学
生
の
募
集

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
20

歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か

ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け

取
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
遺
族
︵﹁
子
の
あ
る
配
偶
者
﹂

や﹁
子
﹂︶が
受
け
取
れ
ま
す
。

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

□
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り

　
ま
す
！

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

□﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂

□
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
！

□﹁
納
付
猶
予
制
度
﹂

﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂と

﹁
納
付
猶
予
制
度
﹂

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す

る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
︵
修
業
年
限
一
年

以
上
で
あ
る
課
程
︶、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す

る
方
で
す
。

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※

平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間

は
、
30
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置

す
る
と
、
年
金
の
給
付
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
に
は
学
生
納

付
特
例
制
度
、
納
付
猶
予
制
度

の
他
、免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
お
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
市
区
役
所

ま
た
は
町
村
役
場
、
年
金
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８‐

８
７
５‐

１
７
１
７

レ

レ

レ

レ

　
津
野
町
で
は
、
社
会
に
お
い

て
広
く
有
為
な
人
材
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
奨

学
金
の
貸
与
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
奨
学
生
の

募
集
は
左
記
の
内
容
で
実
施
予

定
で
す
。

１.

奨
学
生
の
資
格

　
保
護
者
又
は
本
人
が
津
野
町

に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校
、
大

学
、
専
修
学
校
又
は
こ
れ
ら
と

同
程
度
の
学
校
及
び
教
育
機
関

に
在
学
す
る
者
で
、
学
資
の
支

弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
も

の
。

２.

学
資
貸
与
額

　
区
分
に
よ
る
学
資
貸
与
額
の

範
囲
内
で
、希
望
す
る
額
。

︻
高
等
学
校
等
︼

　
月
額 

１
万
円
〜
３
万
円

︻
専
門
学
校
等
︼

　
月
額 

１
万
５
千
円
〜
４
万
円

︻
大
学
等
︼ 

　
月
額 

１
万
５
千
円
〜
５
万
円

３.

利
息
　
　
無
利
息

４.

貸
与
の
決
定

　
津
野
町
奨
学
生
選
考
委
員
会

の
選
考
を
経
て
決
定
し
、
６
月

中
に
通
知
予
定
で
す
。

５.

奨
学
金
の
返
還

　
奨
学
生
が
卒
業
し
、
奨
学
金

貸
与
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き

は
、
貸
与
の
終
了
し
た
月
の
翌

月
か
ら
起
算
し
て
６
ヶ
月
を
経

過
し
た
後
に
返
還
開
始
と
な
り

ま
す
。

６.

保
証
人

　
連
帯
保
証
人
３
人
︵
内
１
人

は
保
護
者
、
２
人
は
65
歳
ま
で

の
独
立
の
生
計
を
営
む
者
で
あ

っ
て
、
返
済
能
力
を
有
す
る
も

の
︶

７.

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　
令
和
６
年
２
月
１
日
︵
木
︶〜

令
和
６
年
４
月
30
日︵
火
︶

※

詳
細
は
配
布
資
料
を
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。な
お
、
申
込
書
配

　
布
場
所
及
び
提
出
先
は
、
津

　
野
町
教
育
委
員
会
︵
役
場
西

　
庁
舎
２
階
︶
ま
た
は
役
場
本

　
庁
舎
窓
口
で
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
教
育
委
員
会
　
小
川
　
悟

　
　
　
　
　 

☎
62‐

２
２
５
８
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津野町高齢者保健福祉計画及び第９期介護保険事業計画（素案）の意見募集について

福祉タクシー・バス利用事業について

　町では、令和６年度から令和８年度を計画期間とした「高齢者保健福祉計画及び第９期介護保険事業

計画」の策定を進めています。

　つきましては、計画策定の参考とするため、皆さまからのご意見を募集いたします。

【 意見募集期間 】令和６年１月９日(火)〜23日(火)

【 閲  覧  場  所 】西庁舎介護福祉課・本庁舎窓口・里楽窓口・町ホームページ

【 提  出  方  法 】各閲覧場所のご意見箱・郵送・ファックス・Ｅメール 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【お問い合わせ先】介護福祉課　浦口　拓人　☎62 - 2313

　津野町では高齢者・障がい者の通院等の移動手段として、タクシー・バス料金の助成を行う

「福祉タクシー・バス利用事業」を行っています。

●対象者　

　◎津野町に住所があり、次のいずれかに該当する方が利用できます。

　・満年齢 80 歳以上の方　　　　　　　  ・身体障害者手帳（１・２・３級）をお持ちの方

　・療育手帳（障害程度Ａ）をお持ちの方　・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●助成内容

　◎最大 144 枚（14,400 円分）の助成券を交付します。

　◎タクシー・バス券１枚で 100 円助成。１回の乗車で何枚でも利用できます。

　 （有効期間は４月１日から翌年の３月 31 日まで）

●注意事項

　◎本人以外利用できません。　　◎再交付はできません。

　◎タクシー・バス券のみでのお支払い時にはお釣りはでません。

　◎交付時に、受け取りに来られた方のご本人確認をさせていただきますので、本人確認が

　　できるもの（マイナンバーカード、運転免許証または健康保険証等）をご持参ください。

●申請手続きについて

　◎申請は本庁窓口・里楽・西庁窓口の３ヶ所で随時受け付けしています。

　◎80 歳になり新規申請される方は、誕生日以降に手続きをしてください。

　  （各種手帳をお持ちの方は、手帳も一緒にご持参ください）

　◎年度途中で新規申請する場合は、申請した月から３月までの利用券を交付します。

　 ・例：1 月新規申請→1 月〜３月の 3 ヶ月分（１月あたり 12 枚）36 枚の交付になります。

　※令和４年度分のタクシー券が残っている方は本庁窓口、里楽または西庁窓口まで返却

　　してください。

●利用できるタクシー・バス業者

　・津野町内…葉山ハイヤー、新田ハイヤー、介護タクシーつのやま、津野町コミュニティバス

　・須崎市内…須崎しんじょうハイヤー、横浪交通、ポッポ介護タクシー、高知高陵交通

　・梼原町内…くるめハイヤー、四万川交通ハイヤー、ゆすはら介護タクシー

　・土佐市内…土佐介護タクシー

　　　　　　　　　　　　　　 【お問い合わせ先】 介護福祉課　井上　沙耶　☎62 - 2313
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要介護認定に基づく障害者控除について

　障害者手帳の交付を受けていない方でも、申請により一定の条件を満たすと認定された場合、障害者
控除対象者認定書を交付します。
　対象者本人または対象者を扶養している方で、所得税・住民税が課税の方は、この認定書を確定申告
時等に提出することで控除を受けることができます。
※すでに障害者手帳をお持ちの方は交付を受ける必要はありません。
●対象者
　　認定基準日（申告対象年度の 12 月 31 日、対象年内に死亡している場合は死亡日）時点において次の
　要件を満たす方
　①津野町の 65 歳以上の介護保険被保険者の方
　②要介護認定等の結果が町の判断基準（下表）を満たしている方

「緑の募金」のお礼

　10 月１日から１ヶ月間、秋期「緑の募金」活動を行い、皆さまの善意により、183,400 円の募金をいた

だきました。ご理解ご協力に心よりお礼申しあげます。

　いただきました募金は、公益社団法人高知県森と緑の会を通して、地域の緑化活動や子供たちの森林

環境教育に活用されています。

（緑の募金は、「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づく募金です）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （公益社団法人 高知県森と緑の会　津野町支部長　池田　三男）

●認定書交付の手続き
　　障害者控除対象者認定書申請書に必要事項を記入のうえ提出してください。担当課で認定の可否を
確　認し、後日、認定書を郵送します。
●申請書配布及び提出先
　　津野町役場本庁舎、西庁舎・総合保健福祉センター里楽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】 介護福祉課　福井　早瀬　☎62 - 2313

介護認定等の結果（両方の基準を満たす）

認知症高齢者の日常生活自立度　Ⅱａ以上

障害高齢者の日常生活自立度　　Ａ１以上

認知症高齢者の日常生活自立度　Ⅲａ以上

障害高齢者の日常生活自立度　　Ｂ１以上

知的障害者 ( 軽度・中度 ) に準ずる

身体障害者 (３級～６級 ) に準ずる

知的障害者 ( 重度 ) 等に準ずる

身体障害者 (１級、２級 ) に準ずる

要介護１〜３

要介護４〜５

認定

廃
棄
物(

ご
み)

の
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　
野
焼
き
は
﹁
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
﹂
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
野
焼
き
が
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
や
有
害
ガ
ス
の
発
生
原

因
と
な
る
た
め
で
す
。　

　
ま
た
、
農
業
者
等
が
行
う
稲

わ
ら
等
の
野
焼
き
や
た
き
火
等

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ら
の
焼
却
で
あ
っ
て
も
煙

や
悪
臭
な
ど
で
周
囲
か
ら
の
苦

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
指
導
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　﹁
造
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら

え
﹂
や
﹁
開
墾
準
備
﹂
を
目
的
に

津
野
町
の
森
林
ま
た
は
森
林
の

周
囲
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

内
に
あ
る
土
地
に
火
入
れ
を
行

う
場
合
は
、﹁
津
野
町
火
入
れ
に

関
す
る
条
例
﹂に
よ
り
、
町
長
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
久
保
　
佑
都

　
　
　
　
　
谷
脇
　
吉
貴

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１
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葉
山
メ
ッ
ツ
初
優
勝
‼

第
５
回
井
口
資
仁
杯

　
９
月
30
日
〜
11
月
23
日
に
か

け
、
高
知
球
場
等
で
、
高
知
県
下

42
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
﹁
第
５

回
井
口
資
仁
杯
争
奪
学
童
野
球

高
知
県
新
人
大
会
﹂
が
開
催
さ

れ
、
見
事
に
葉
山
メ
ッ
ツ
が
そ

の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
秋
の
新
人
戦

と
な
る
大
会
で
、
昨
年
度
の
越

知
大
会
の
優
勝
に
引
き
続
き
、

連
年
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
、
葉
山
メ
ッ
ツ
は
２

回
戦
か
ら
の
登
場
。初
戦
、
サ
ヨ

ナ
ラ
で
勝
利
す
る
と
勢
い
に
乗

り
、
３
回
戦
も
接
戦
で
勝
ち
、

準
々
決
勝
で
は
、
楠
瀬
斗
維︵
葉

山
小
４
年
︶、
西
田
結
翔
︵
葉
山

小
４
年
︶
を
中
心
と
し
た
内
野

の
固
い
守
り
で
、
準
決
勝
は
市

川
愛
梨
︵
葉
山
小
５
年
︶
の
好
返

球
な
ど
で
、
と
も
に
初
回
に
挙

げ
た
１
点
を
守
り
切
っ
た〝
ス

ミ
１
〞で
の
勝
利
と
な
り
ま
し

た
。　

　
向
か
え
た
決
勝
戦
の
相
手

は
、
準
々
決
勝
、
準
決
勝
を
と
も

に
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で
制
し
て
勢

い
に
乗
る
横
浜
Ｓ
Ｓ
で
し
た
。

試
合
は
初
回
に
４
点
、
３
回
に

５
点
を
挙
げ
、
投
げ
て
は
中
久

保
輝
多
︵
葉
山
小
５
年
︶‐

久
保

浦
大
惺
︵
葉
山
小
５
年
︶
の
バ
ッ

テ
リ
ー
が
５
回
を
８
奪
三
振
、

３
塁
す
ら
踏
ま
せ
な
い
投
球
で

完
勝
し
、
見
事
初
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
最
優
秀
選
手
に

は
中
久
保
輝
多
が
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
現
チ
ー
ム
は
、
例
年
以
上
に

小
柄
な
選
手
が
多
く
、
ま
た
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
女
の
子
が
３
人
入

る
な
か
、
ま
ず
は
日
常
の
挨
拶

や
練
習
態
度
を
重
視
し
た
事

で
、
練
習
に
取
り
組
む
姿
勢
も

変
わ
り
、
今
回
の
結
果
に
繋
が

っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、
日

頃
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
葉

山
メ
ッ
ツ
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
多
く
の
方
か
ら
、
温
か
い
ご

支
援
や
ご
声
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
も
私
た
ち
の
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
野
球
に
興
味
の
あ

る
ご
家
庭
は
、
い
つ
で
も
歓
迎

し
ま
す
の
で
、
練
習
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。
少
年
野
球
を
通

じ
て
、
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の

思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

︵
保
護
者
会
長
　
市
川
　
昌
嗣
︶

練
習
日
　
火
、
木
、
金
16
時
半
〜

19
時
　
土
、日
試
合
又
は
練
習

練
習
場
所
　
葉
山
小
学
校
な
ど

［

大
会
戦
績

］

２
回
戦
５—

４

ＶＳ
神
田
Ｓ
Ｓ

３
回
戦
３—

１

ＶＳ
山
田
ジ
ュ
ニ
ア

準
々
決
勝
１—

０

ＶＳ
初
月
ウ
ル
フ
ズ

準
決
勝
１—

０

ＶＳ
高
知
リ
ト
ル
キ
ン
グ

決
勝
９—

０

ＶＳ
横
浜
Ｓ
Ｓ

▲最優秀選手の中久保輝多

犬のしつけ方教室のご案内

　犬のしつけ方や、災害発生時のペットとの同行避難への備えを含めて、動物の適正な飼い方につい

て学ぶことができます。

　あなたやあなたの大事な愛犬を守るために、今、できることから始めてみませんか？

日時…令和６年１月 28 日（日）13:30〜15:30

場所…高知県須崎福祉保健所（須崎市東古市町６- 26）

内容…専門家による座学＆しつけ方の実技

講師…（公社）高知県愛玩動物協会　斉藤 喜美子 先生

定員…人：20 名（先着順）犬：３頭（先着順）

　　　　※市町村への登録及び狂犬病予防注射済みであり、

　　　　　最低限社会化された犬に限ります。

　　 【お申し込み・お問い合わせ先】 高知県須崎福祉保健所　☎0889-42-1999（平日 8:30〜17:15）

た
だ
ひ
と

と
う
い

ゆ
い
と

あ
い
り
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第８回津野町ジュニアバドミントン選手権大会

　11 月 12 日、津野町総合センター体育館等で津野町ジュニアバドミントン

選手権大会が開催されました。この大会は、津野町教育委員会に共催いただ

き、幼稚園の年長から小学６年生まで 68 名が参加して行われました。

　津野ジュニアからは５名の選手が参加し、上位入賞を目指しました。全員

が、普段の練習の成果を発揮し善戦しました。

　決勝トーナメントに進んだ常石りあんさんは、1 回戦を 2 -０で勝ち上がる

と、準決勝も 2 -０と安定したプレーで決勝に進出しました。決勝戦も普段と

変わらず攻撃的なプレーを続けて相手を圧倒し、2 -０で予選から１セットも

落とすことなく見事優勝に輝きました。交流戦に進んだ選手たちも、決勝戦は

一丸となって応援する姿に、チームとしての成長も感じられた一日となりま

した。

　最後に、開催にあたりご尽力頂きました関係各位に感謝を申しあげると共に、今後も子どもたちが楽

しくバドミントンができるように、ご協力をよろしくお願いします。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（津野ジュニアバドミントンクラブ保護者会）

第８回修道館空手道選手権大会が開催

　令和５年９月 10 日（日）、葉山運動公園総合センター体育館にて、第８回修道館空手道選手権大会が

開催され、県内外より総勢 161 名が参加しました。池田三男町長のご挨拶もいただきながら、組手と型、

２つの部門で空手道の技を選手たちが競い合いました。

　修道館葉山道場からは７名が出場し、県内外

から強豪選手が参加する中、市川達稀が小学生

５年男子の型部門で第３位入賞、泉野湧乃佑が

小学生２年男子組手部門で第３位入賞、市川柚

寧が小学生３年女子組手部門で第１位入賞と

健闘しました。

　みなさん、おめでとうございます。葉山道場

のみんなも全員が緑帯以上になり、やっと空手

道の入口に立つことができたという思いです。

来る年は全員入賞目指してがんばります。　

　　　　　　　（空手道修道館葉山道場）

津野町教育長杯グラウンドゴルフ大会を開催

　11 月 28 日（火）に津野町教育長杯グラウンドゴルフ大会が津野町葉

山運動公園総合センターで開催されました。

　約４年ぶりの開催となった本大会では、17 名の方が参加し、８ホール

×３試合の計 24 ホールの合計打数で競い合いました。前日の雨の影響

により、グラウンド状況が悪い中ではありましたが、７名がホールイン

ワンを達成しました！接戦の中、スコア 52 打で福井勤さんが見事優勝

しました！

 【大会結果】　優勝：福井　勤、準優勝：林　哲雄、第３位：高橋　信夫

　グラウンドゴルフは、津野町葉山運動公園総合センター、津野町東津

野Ｂ＆Ｇ海洋センターで体験することができますので、興味をもたれた

方はぜひお越しください。

たつき

ゆうのすけ

ゆず

ね

【お問い合わせ先】 教育委員会　鍋島　友弥　☎62 - 2258
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水曜 日 木曜 日 金曜 日 土曜 日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

く ぼ か わ 病 院

201918

25 2726

17

24

県立巡回図書
受　付：午前10時20分〜11時50分
ところ：かわうそ館

乳児健診
受　付：個別にご案内します
ところ：総合保健福祉センター里楽

食改・健康ウォーキング
受　付：午前９時集合
ところ：二又

く ろ し お 病 院

43

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：総合保健福祉センター里楽

く ぼ か わ 病 院

31

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

食改・健康ウォーキングのお知らせ
　　日　　時：令和６年１月10日（水）午前9 : 00～
　　コ ー ス：二又
　　集合場所：二又口（新土居）
　　持 ち 物：飲み物・帽子・タオル等
　　どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

65

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分

ところ：西庁福祉交流センター

【お問い合わせ先】津野町食生活改善推進協議会　田中　淳子　☎55-2457

13121110

可燃ごみ通常収集開始

幼児健診
受　付：個別にご案内します
ところ：総合保健福祉センター里楽

口座振替
国民健康保険税 7 期

納付期限
国民健康保険税 7 期

く ろ し お 病 院

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　　１月16 日、18 日、23 日、25 日、30 日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

 　　　１月 11日、23日、25日、30日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部

津野消防出初式
と　き：午前10時〜
ところ：鳴川グラウンド
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１月

高 陵 病 院 くろしお病院

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くろしお病院

高 陵 病 院 くろしお病院

1615

2322

29 3028

8

55-2230（総合センターで受付）

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

9

21

高 陵 病 院

くろしお病院

7

14

1 2

くぼかわ病院

大 西 病 院

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区（東津野地域）
不燃ごみ・粗大ごみ

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

１月

くぼかわ病院 くぼかわ病院

くぼかわ病院 梼 原 病 院

梼 原 病 院

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

東地区（葉山地域）
不燃ごみ・粗大ごみ 農業委員会１月分

申請受付締切日

と　き：午前８時〜11時

ところ：葉山小学校

歩け走ろう運動

と　き：午後１時〜２時30分

ところ：葉山運動公園総合センター

20歳を祝う会

（成人の日）

（元旦）

1/1〜1/3  

可燃ごみ収集お休み
（町内全域）
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二
ツ
家
　
森
　
田
　
美
智
子

船
戸
　
松
　
岡
　
惠
　
子

宮
谷
　
川
　
田
　
守
　
一

兵
庫
県（
永
野
出
身
）　
大
　
槻
　
文
　
恵

千
歳
飴
お
百
度
ふ
ん
で
念
こ
め
り

な
ま
け
ず
に
無
理
せ
ぬ
暮
ら
し
年
用
意
　

マ
ス
ク
着
け
よ
か
外
そ
う
か
人
目
を
と
る
か
英
断
と
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
さ
な
勇
気
も
結
構
重
し

大
い
な
る
匂
い
の
部
屋
に
広
が
り
て「
富
士
櫻
」と
て
五
弁
の
ピ
ン
ク

訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
運
動
に
親

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
教
育
委
員
会
が
初
め
て
企
画
し
た

﹁
く
ん
ね
っ
ぷ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
﹂

が
12
月
２
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
や
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
モ
ル

ッ
ク
、
く
つ
し
た
玉
入
れ
、
高
さ
７
ｍ

の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
体
験
を
中
心
に
、
射
的
や
昔
遊
び

な
ど
の
﹁
こ
ど
も
縁
日
﹂
な
ど
計
15
の

体
験
ブ
ー
ス
を
用
意
。そ
の
他
、
北
見

市
な
ど
近
隣
４
市
町
の
自
治
体
職
員

と
考
案
し
た
、
布
団
に
入
っ
た
ま
ま

障
害
物
を
避
け
て
ゴ
ー
ル
ま
で
の
タ

イ
ム
を
競
う
﹁
布
団
Ｄ
Ｅ
通
学
﹂
も
人

気
を
集
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
訓
子
府
高
校
軽
ス
ポ
ー

ツ
部
の
生
徒
や
北
見
工
業
大
学
山
岳

部
の
学
生
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力

し
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
約
150
人
の

参
加
者
が
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

くんねっぷスポーツフェスタ

▲スポーツフェスタ会場のようす

▲布団DE通学
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園

に
じ
い
ろ
園

﹁
楽
し
か
っ
た
よ
♪

　
　
　
　
　
　
　
交
流
活
動
﹂

　
11
月
に
葉
山
中
学
校
３
年
生

が
家
庭
科
の
授
業
で
４
歳
児
と

交
流
を
し
ま
し
た
。
最
初
に
み

ん
な
で
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
や
ひ

ざ
と
り
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
は
４
歳
児
の

目
線
に
合
わ
せ
て
く
れ
、
ひ
ざ

と
り
ゲ
ー
ム
で
は
ひ
ざ
に
座
っ

た
ら
優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ

て
、
う
れ
し
そ
う
な
子
ど
も
た

ち
で
し
た
。そ
の
後
、
中
学
生
が

作
っ
て
き
て
く
れ
た
的
あ
て
や

も
ぐ
ら
た
た
き
な
ど
の
ゲ
ー
ム

を
し
て
遊
び
ま
し
た
。﹁
す
ご
い
﹂

﹁
や
っ
た
ね
﹂
な
ど
た
く
さ
ん
ほ

め
て
も
ら
っ
て
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
。
終
わ
っ
て

か
ら
﹁
野
球
が
楽
し
か
っ
た
﹂

﹁
全
部
楽
し
か
っ
た
﹂
な
ど
と
い

う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
お

兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
の
温
か
く

優
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
、

和
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
12
月
に
は
葉
山
小
学
校
で
、

葉
山
小
学
校
の
１
年
生
、
精
華

小
学
校
の
１
・
２
年
生
と
５
歳

児
の
﹃
お
も
ち
ゃ
ま
つ
り
﹄
が
あ

り
ま
し
た
。事
前
に
﹁
ど
ん
な
お

も
ち
ゃ
を
作
っ
た
ら
、
小
学
生

が
楽
し
ん
で
く
れ
る
か
な
﹂
と

み
ん
な
で
考
え
て
、
ど
ん
ぐ
り

転
が
し
と
輪
投
げ
を
工
夫
し
て

作
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
園

や
学
校
で
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

紹
介
し
合
っ
た
後
、
お
も
ち
ゃ

ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
。
お
店
当

番
の
子
ど
も
は
﹁
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ー
﹂
と
大
き
な
声
で
呼

び
か
け
、
輪
投
げ
で
は﹁
お
し
い
﹂

﹁
お
ー
﹂
と
反
応
し
た
り
、
ど
ん

▲中学生との交流「ひざとりゲーム」

▲おもちゃまつり

▲文化交流作品展のようす

訓子府町で開催された、津野町の

文化交流作品展のようす　　▶

訓
子
府
町
文
化
交
流
作
品
展

　
　
姉
妹
ま
ち
の
季
節
を
感
じ
る
作
品
を
一
堂
に
展
示

ぐ
り
転
が
し
で
は
高
得
点
の
と

こ
ろ
に
転
が
す
小
学
生
に
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、
自

分
が
興
味
を
も
っ
た
お
店
か
ら

行
っ
て
、
全
部
の
お
店
を
回
る

子
ど
も
や
、
気
に
入
っ
た
お
店

で
じ
っ
く
り
遊
ぶ
子
ど
も
と
さ

ま
ざ
ま
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
感
想
を
言
い
合
い
、

小
学
生
か
ら
は
ぞ
う
組
さ
ん
が

お
店
も
上
手
に
し
て
い
た
と
ほ

め
て
も
ら
い
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。
５
歳
児
も
小
学
生
が
発
表

す
る
姿
を
見
て
、
同
じ
よ
う
に

手
を
挙
げ
て
自
分
の
思
い
を
言

葉
に
し
て
伝
え
て
い
ま
し
た
。

交
流
を
す
る
こ
と
で
小
学
校
を

身
近
に
感
じ
、
自
信
や
期
待
を

も
っ
て
、
小
学
校
に
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
で
き
る
よ
う
に
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
姉
妹
ま
ち
訓
子
府
町
と
の
文

化
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

11
月
15
日
︵
水
︶
か
ら
12
月
10
日

︵
日
︶
ま
で
の
約
３
週
間
、
津
野

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
訓
子
府
町
の
文
化
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作
品
、
約

130
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
作
品

展
に
は
、
訓
子
府
町
の
広
大
な

景
色
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
絵

手
紙
、
キ
ル
ト
、
短
歌
が
並
び
ま

し
た
。ま
た
、
着
物
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
、
こ
の
季
節
に
ぴ
っ
た

り
な
服
や
コ
ー
ト
、
バ
ッ
グ
な

ど
も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　 

同
時
開
催
さ
れ
た
﹁
健
康
ふ

く
し
週
間
﹂
や
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン

へ
来
館
さ
れ
た
多
く
の
方
が
足

を
と
め
、
作
品
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
す
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
設
置
し
た
感
想
箱
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
多
数
の
ご

感
想
は
、
訓
子
府
町
の
文
化
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ま
へ
お
届
け
し

ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
期
間
中
、
姉
妹
ま

ち
訓
子
府
町
で
も
、
津
野
町
の

文
化
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作

品
を
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
多

く
の
方
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い

た
そ
う
で
す
。

(

教
育
委
員
会
　
戸
田
　
こ
の
実)
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令和６年１月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

みんなの作品 　今月号では中央小学校・葉山小学校の児童の作品をご紹介します。

津野町の人口
（令和５年 11月末日現在）

総人口　5,335人(‒7）
　男　　2,526人(＋1）
　女　　2,809人(‒8）
世帯数　2,600世帯(‒1）

カッコ内は前月対比

　
　
　
編
集
後
記

　
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も「
広
報
つ
の
ち
ょ
う
」

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
表
紙
の
写
真
は
、

縁
起
の
良
い
植
物
を
使
っ
た

し
め
縄
飾
り
。縁
起
の
良
い

植
物
と
言
わ
れ
る
の
に
も
そ

れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
っ
て
、
南

天
は
「
難
を
転
じ
て
福
を
な

す
」
と
い
う
厄
除
け
と
福
を

も
た
ら
す
縁
起
が
良
い
木
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。他
の
植

物
も
調
べ
て
み
る
と
面
白
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
広
報
の
表
紙
用
に
し
め
縄

飾
り
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
な
と

さ
ん
、お
忙
し
い
と
こ
ろ
、ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
２
０
２

４
年
が
ス
タ
ー
ト
。み
な
さ

ま
に
と
っ
て
素
敵
な
１
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
（
広
報
事
務
局
）

中央小1年　宮村　海吏
か い り

中央小1年　松本　朝陽
あ さ ひ

中央小1年　藤村　鈴菜
す ず な

中央小1年　由比　悠喜
は る き

中央小2年　上岡　さくら 中央小2年　明神　萌子
も え こ

中央小3年　玉川　輝
ひかる

中央小3年　山田　詩
うた

葉山小3年　岩﨑　梨來奈
り  く  な

葉山小3年　大﨑　海渡
か い と

葉山小3年　津野　來愛
く れ あ

葉山小3年　田中　結衣
ゆ  い

葉山小4年　久保浦　綾音
あ や ね

葉山小4年　高橋　我嵐
が あ ら

葉山小4年　佐竹　優真
ゆ う ま

葉山小4年　松尾　美来
み  く
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